
 

 

 

 

 

 

 
負けること・失敗することから学ぶ 

 

校 長  亀 井 隆 司  

今年のカレンダーも残すところあと１枚となります。早いもので来週からは師走です。「師走」の  

由来は１２月になるとお坊さんがお経をあげるのに忙しく走り回るから…などの説があるようです。

教職員もどことなく気ぜわしい時期となりますが、２学期の終わり、また令和７年の終わりという  

この節目の締めくくりをしっかりと行ってまいります。 

先日、観光で栃木県足利市を訪問しました。足利市はさほど大きな町ではありませんが、樹齢６０

０年といわれる大銀杏が黄金色に色づくことで有名な鑁阿寺（ばんなじ）や「日本最古の学校」で   

ある足利学校が有名な地です。歴史的な建造物が並び、落ち着いた雰囲気がある足利へは毎年のよう

にこの時期に訪問しています。 

「日本最古の学校」である足利学校は、創建された時代は諸説あるため明確ではありませんが、  

日本の教育の原点がそこにあり、興味深い展示物などを見ることができます。孔子の教えである  

「中庸（ちゅうよう）＝何事もほどほどが良い」を表す「宥座之器（ゆうざのき）」もその一つです。

また、以前展示されていたものの中に、足利学校とは直接的なつながりはありませんが、足利市出身

である詩人相田みつをさんの詩「受身・負ける練習」がありました。 

学校では日々の生活や学習活動、行事などを通して、たくさんの挑戦や達成を繰り返し、勝敗を  

競うこともあります。しかし、その全てにおいて勝つことやうまくいくことばかりではありません。

言うまでもなく、うまくできた、できるようになった、勝つことができたという経験は重要です。で

すが、この詩の中ではうまくいかなかったときや負けてしまった時にどう振る舞うか、それをどのよ

うに受け止めるか、そしてどのように次に生かそうとするかが大切なのだと読み取ることができます。 

大人は人生経験が豊富なだけに、子どもたちが失敗する前に手を貸しすぎてしまうことがあります。

場合によっては失敗したりうまくいかなかったりしたときに、その原因を他の所に探そうとしてしま

うこともあります。生徒たちにはたくさんのことに挑戦して、成功や失敗を繰り返し、そのすべてが

自分自身の糧となるようにしてもらいたいと考えています。またその過程を様々な角度から支えて 

いける大宮南中学校でありたいと思っています。 
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